
2.9
FEB 2007
NO.962

白鷹町における小・中学校の配置計画が
まとまりました②

ワンデイ省エネチャレンジ結果報告④
各種審議会等委員を募集します⑥
新しい駅の名称（駅名）を募集します⑧
ストップ　ザ　滞納⑨

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

雪中スペシャル　－　この日のために舞い降りたスペシャルな雪の中に、子どもたちの声がこだましました。
　２月３日、スポーツ公園において、雪中スペシャルが行われました。恒例の雪中サッカー大会と新企画・スノーランタンコ
ンテストの同日開催イベントで、より多くの皆さんに冬の一日を楽しんでもらいたいと白鷹町商工会青年部が主催したもの。
ほどんど積もらずに心配された“主役”の雪も、２月に入ってこのようにどっさり。スタッフの皆さんは無事開催できたこと
を喜び、雪のグラウンドを駆ける子どもたちに目を細めていました。
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急
激
な
少
子
化
の
状
況
を
踏
ま
え
「
次
代
を
担
う
児

童
生
徒
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
並
び
に
小
・
中
学
校
の

適
正
配
置
」
に
つ
い
て
、
検
討
い
た
だ
い
て
い
た
白
鷹

町
学
校
教
育
検
討
委
員
会
か
ら
「
ま
と
め
」
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
そ
の
「
ま
と
め
」
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
さ
ら
に
「
教
育
の
質
」
や
「
教
育
環
境
」「
教
育

効
果
」
等
々
、
多
方
面
に
わ
た
り
鋭
意
検
討
し
、
将
来

の
学
校
の
配
置
・
適
正
規
模
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

白
鷹
町
教
育
委
員
会
は
、「
小
・

中
学
校
の
教
育
環
境
が
学
校
教
育

法
に
定
め
る
教
育
の
目
的
並
び
に

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
」
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

町
当
局
や
児
童
生
徒
の
保
護
者
、

地
域
住
民
の
協
力
と
理
解
を
得
な

が
ら
、
速
や
か
に
是
正
措
置
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

「
い
ろ
り
ば
た
」か
ら
育
む

郷
土
愛
と
生
き
る
力

　

学
校
教
育
法
に
お
け
る
義
務
教

育
の
教
育
目
標
に
は
、

①
学
校
内
外
の
社
会
生
活
の
経
験

　

に
基
づ
き
、
人
間
相
互
の
関
係

　

に
お
い
て
正
し
い
理
解
と
協
同
、

　

自
主
自
律
の
精
神
を
養
う
こ
と
。

②
郷
土
及
び
国
家
の
現
状
と
伝
統

　

に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
に
導

　

き
、
進
ん
で
国
際
協
調
の
精
神

　

を
養
う
こ
と
。

③
日
常
生
活
に
必
要
な
衣
、
食
、

　

住
、
産
業
等
に
つ
い
て
、
基
礎

　

的
な
理
解
と
技
能
を
養
う
こ
と
。

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
達
成

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
郷
土
を
愛
し
、
志
高
く
誇
り
薫

る
白
鷹
人
の
育
成
」
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
か
か
わ
り
合
い
を
重

視
す
る
「
い
ろ
り
ば
た
の
教
育
」

を
実
践
し
、
生
き
る
力
の
創
造
を

推
進
し
ま
す
。

教
育
の
質
と
環
境
を
確
保
し
た

統
合
を
進
め
ま
す

　

少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
の
が
今
日
の
社
会
で

す
。
そ
の
中
で
、
夢
・
希
望
の
実

現
に
向
け
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
み
、
自
主
自
律
の
精
神
・
生
命

を
尊
び
、
郷
土
の
自
然
や
文
化
を

大
切
に
す
る
心
豊
か
な
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
の
統
合
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、「
教
育
の
質
」

と
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
確
保
等

を
最
大
の
目
標
に
掲
げ
ま
す
。
学

校
は
地
域
社
会
の
文
化
的
中
心
で

あ
り
、
精
神
的
結
合
の
基
礎
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
を
は
じ

め
地
域
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
十
分

に
協
議
を
重
ね
て
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
に
お
け
る
１
学
級
の
児
童
生

徒
数
な
ど
流
動
的
な
側
面
に
つ
い

て
は
、
適
宜
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味

合
い
を
持
ち
、
特
に
第
５
次
総
合

計
画
と
も
密
接
に
関
連
す
る
こ
と

か
ら
、
町
当
局
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

白
鷹
町
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
配
置
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

◆
学
校
配
置
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
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(1)
人
格
形
成
及
び
学
力
の
充
実
を

基
本
と
し
た
白
鷹
町
に
お
け
る

「
教
育
の
質
」
の
保
障

①
豊
か
な
人
間
教
育
が
図
ら
れ
る

　

教
育

　

集
団
の
中
で
個
性
を
生
か
し
豊

か
な
心
を
育
て
る
教
育
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

②
学
力
の
充
実
が
図
ら
れ
る
教
育

　

個
に
応
じ
た
指
導
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
学
習
や
小
集
団
学
習
、

一
斉
学
習
等
の
学
習
形
態
を
工
夫

す
る
な
か
で
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

(2)
教
育
環
境
の
整
備

①
子
ど
も
も
教
師
も
切
磋
琢
磨
し
、 　

序
列
化
・
固
定
化
し
な
い
よ
り

　

良
い
人
間
関
係
を
構
築
し
ま
す
。

②
各
教
科
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
考

　

え
や
意
見
を
練
り
合
わ
せ
が
で

　

き
る
授
業
や
体
育
・
音
楽
等
の

　

集
団
及
び
チ
ー
ム
で
の
授
業
を

　

進
め
ま
す
。

③
地
域
社
会
に
根
付
い
た
学
校
が

　

持
つ
地
域
的
意
義
等
を
十
分
に

　

考
慮
し
、
地
域
の
理
解
と
協
力

　

を
得
な
が
ら
整
備
し
ま
す
。

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
整
備
に
よ

　

る
登
下
校
の
安
心
安
全
確
保
や
、

　

耐
震
調
査
を
も
と
に
し
た
安
全

　

な
校
舎
で
の
学
習
・
生
活
等
を

　

推
進
し
ま
す
。

⑤
教
職
員
の
適
正
配
置
と
教
育
的

　

財
源
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

(1)
児
童
生
徒
数
と
学
校
数

　

現
在
、
本
町
全
体
の
各
学
年
の

児
童
生
徒
数
は
１
２
０
人
か
ら
１

８
０
人
ほ
ど
で
す
が
、
将
来
の
社

会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
る
出
生
数

を
期
待
し
て
も
90
人
台
ま
で
減
少

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
時
点

で
は
、
平
成
25
年
度
の
小
学
校
１

年
生
（
平
成
18
年
度
の
出
生
数
）

は
、
町
内
全
体
で
90
人（
※
）で
す
。

１
学
年
10
人
前
後
の
学
級
が
３
校

で
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
蚕
桑
小
10
人
、
鮎
貝
小
24
人
、

　

荒
砥
小
38
人
、
鷹
山
小
９
人
、

　

東
根
小
９
人

　

こ
の
状
況
を
受
け
と
め
、
白
鷹

町
に
お
け
る
適
正
規
模
を
踏
ま
え

た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
小
・

　

児
童
生
徒
が
学
ぶ
教
育
環

境
の
整
備
は
、
急
激
な
少
子

化
を
受
け
て
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
、
か
か
わ
り

合
い
を
通
し
た
「
い
ろ
り
ば

た
の
教
育
」
を
実
践
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
有
用
な
白

鷹
人
の
育
成
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
は
地
域
の
文
化
的
中

心
と
も
い
え
ま
す
が
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
教

育
の
質
」
と
安
心
・
安
全
な

教
育
環
境
を
確
保
し
、
教
育

目
標
の
達
成
を
第
一
義
に
掲

げ
て
決
定
に
至
り
ま
し
た
。

社
会
の
中
で
生
き
て
い
け
る

知
識
、
学
力
、
そ
し
て
社
会

力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
こ
と
が
、
町
学

校
教
育
の
な
に
よ
り
の
目
標

で
す
。

　

今
後
、
統
合
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、
統
廃
合
に
か
か

わ
る
検
討
委
員
会（
仮
称
）を

設
置
し
、
町
民
各
層
の
意
見

聴
取
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
審
議
状
況
の
報

告
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
白
鷹
町
に
お
け
る
適
正
規
模

◆
白
鷹
町
立
小
・
中
学
校
の
配
置
計
画

中
学
校
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、

小
学
校
は「
１
学
年
２
学
級
以
上
」、

中
学
校
は「
１
学
年
３
学
級
以
上
」

を
目
標
と
す
る
と
と
も
に
、
予
想

さ
れ
る
児
童
生
徒
数
を
鑑
み
、

白
鷹
町
に
お
け
る
学
校
数
を

「
小
学
校
２
、
中
学
校
１
」

と
し
ま
す
。

①
小
学
校
に
お
い
て
は
、
現
在
の

　

「
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

　

学
級
編
成
と
し
、
発
達
の
段
階

　

（
低
年
齢
、
体
力
面
、
通
学
距

　

離
等
）
や
学
校
の
持
つ
地
域
的

　

意
義
を
考
慮
し
、
川
西
地
区
に

　

１
校
、
川
東
地
区
に
１
校
を
配

　

置
し
ま
す
。

②
中
学
校
に
お
い
て
は
、
教
科
担

　

任
制
で
の
教
職
員
の
適
性
な
配

　

置
を
図
る
た
め
に
も
、
中
学
校

　

は
１
学
年
３
学
級
以
上
を
目
指

　

し
ま
す
。

　

な
お
、
課
外
活
動
の
部
活
動
に

お
い
て
は
、
生
徒
数
が
減
り
チ
ー

ム
プ
レ
ー
が
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
部
活
動
数
の
削
減
も
行

わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
平
成
27

年
度
の
西
中
学
校
の
１
年
生
が
44

人
（
１
学
級
22
人
の
２
学
級
）
と

な
る
こ
と
か
ら
も
、
中
学
校
の
統

合
か
ら
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

(2)
校
舎

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
耐
震
調

査
を
踏
ま
え
、
現
有
施
設
の
活
用

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

(3)
統
合
時
期

　

町
民
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
理
解

・
合
意
を
図
り
な
が
ら
教
育
環
境

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、

準
備
期
間
を
概
ね
10
年
と
定
め
、

統
合
年
次
は
平
成
28
年
を
目
途
と

し
ま
す
。

児童生徒数の推移 （単位：人）

　 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
Ｈ 19 151 122 147 153 149 170 177 160 166
Ｈ 20 160 151 122 147 153 149 170 177 160
Ｈ 21 101 160 151 122 147 153 149 170 177
Ｈ 22 125 101 160 151 122 147 153 149 170
Ｈ 23 106 125 101 160 151 122 147 153 149
Ｈ 24 92 106 125 101 160 151 122 147 153
Ｈ 25 90 92 106 125 101 160 151 122 147

Ｈ 26
90
34/56

92
43/49

106
39/67

125
48/77

101
44/57

160
60/100

151
56/95

122
49/73

Ｈ 27
90
34/56

92
43/49

106
39/67

125
48/77

101
44/57

160
60/100

151
56/95

Ｈ 28
90
34/56

92
43/49

106
39/67

125
48/77

101
44/57

160
60/100

○表中の 90 は、 平成 18 年度出生予定数 （平成 18 年 10 月 19 日現在）
○平成 26 年度の上段は町全体の合計、 下段左は川西、 下段右は川東

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
係（
☎
85

－

６
１
４
４
）
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温
暖
化
が
進
む
地
球
の
未
来
に
、

今
あ
る
美
し
い
ふ
る
さ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

守
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
す

10
月
１
日
実
施　

�
�
�
�
省
�
�
�
�
�
�
�
結
果
報
告

住
み
よ
い
生
活
環
境
を

次
世
代
に

　

平
成
18
年
12
月
の
世
界
の
月
平

均
気
温
が
史
上
最
高
を
記
録
し
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
の
現

れ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ま
ま
温
暖
化
が
進
め
ば
、
２
１
０

０
年
ま
で
に
は
気
温
が
１
・
４
度

か
ら
５
・
８
度
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

近
い
将
来
、
農
林
漁
業
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
国
内
生
産
量
の
低

下
に
加
え
て
、
海
外
か
ら
の
食
料

輸
入
量
の
減
少
も
あ
り
、
深
刻
な

食
糧
難
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
限
り
の
省
エ
ネ
と

ご
み
減
量
に
取
り
組
み
、
住
み
よ

い
生
活
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
省
エ
ネ

　

そ
こ
で
、
町
が
昨
年
度
策
定
し

た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え

る
た
め
、
２
０
０
２
年
を
基
準
年

と
し
、
２
０
１
３
年
度
ま
で
に
町

内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
10
％
減
ら
す
と
い
う
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
目
標
達
成
に
向
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
省

エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
実
施
し
て
い
る
の
が
「
ワ
ン

デ
イ
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

町
で
は
、
毎
年
10
月
１
日
を
省
エ

ネ
の
日
と
し
、
ど
ん
な
省
エ
ネ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
か

を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
把
握

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
毎
年

町
内
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
・
回

収
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）。ア

ン
ケ
ー
ト
項
目
の
内
容
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
省
エ
ネ

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

平成18年10月１日実施　ワンデイ省エネチャレンジで

　削減された二酸化炭素の量＝　　　　　
これは、灯油18リットルの缶を244缶燃やしたときに出る二酸化炭素の量に匹敵します。

系統別ＣＯ2削減量
（単位：kg）

自動車
9,349（84.7％）

リビング
715（6.5％）

お風呂
658（6.0％）

キッチン
130（1.2％）

ダイニング
105（1.0％）

トイレ
76（0.7％）

地域別ＣＯ2削減量
（単位：kg）

蚕 桑
2,514

鮎 貝
2,304

荒 砥
2,500

十 王
966

鷹 山
779

東 根
1,969

11トン

一世帯当たりCO2削減量

2.91

2.56

2.36

2.78

1.96

2.60

1.50

2.00

2.50

3.00

蚕桑 鮎貝 荒砥 十王 鷹山 東根

kg

トップ！
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こ
の
た
び
の
結
果
を
見
る
と
、

蚕
桑
地
区
、
十
王
地
区
の
か
た
が

た
の
取
り
組
み
状
況
が
良
か
っ
た

よ
う
で
す
。
全
体
の
参
加
率
が
約

６
割
で
す
か
ら
、
今
後
も
っ
と
多

く
の
参
加
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ

ら
に
大
き
な
成
果
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
省
エ
ネ
27
項
目
の
取
り
組

み
状
況
も
平
均
し
て
５
割
程
度
で

す
か
ら
、
今
後
取
り
組
む
項
目
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
だ
ま

だ
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

　

地
道
な
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
目
標
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
10
％
削
減
に
向
け
て
、
皆
さ

ん
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

565

566

601

222

192

453

0

0 200 400 600 800

蚕桑

鮎貝

荒砥

十王

鷹山

東根

無回答 人

地区別参加世帯数

1,396

121

171

911

0 500 1,000 1,500

家族全体

家族の一部

だれも取り組まない

無回答 人

取り組み状況

参加前の省エネ意識

394

1,302

721

80

102

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

たくさんあった

ある程度あった

少しあった

なかった

無回答 人

今後の省エネの取り組み

646

1,636

163

154

0 500 1,000 1,500 2,000

続けていく

続けていけると思う

続けられない

無回答 人

省エネの実行

256

1,232

909

202

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

とても大変だった

少し大変だった

あまり大変ではなかった

無回答 人

今後の省エネチャレンジ参加意識

1,396

161

894

148

0 500 1,000 1,500

参加する

参加しない

どちらともいえない

無回答 人

1,331

123

22

104

1,019

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

深刻な問題だ

ある程度知っている

ほとんど知らない

関心がない

無回答 人

地球温暖化への関心

個別回答内容

１．参加していただいた世帯数：2599世帯
　　　配布世帯数が4315世帯ですので、６割のか
　　たに省エネチャレンジに参加いただいたことに
　　なります。

２．取組状況

３．参加前の省エネ意識

４．今後の省エネの取り組み

５．省エネの実行

６．今後の省エネチャレンジの参加意識

７．地球温暖化への関心

参加率６割 !!
（昨年は３割でした）
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●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

白
鷹
町
振
興
審
議
会
委
員

�
会
�
職
務�

町
�
振
興
計
画
�

策
定
�
変
更
�
�
�
審
議
�
計
画

�
実
施
�
関
�
�
必
要
�
調
査
�

�
�
行
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

政
策
改
革
課�

政

策
企
画
係
�
☎
85

－

�
�
�
�
�

白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員

�
会
�
職
務�

町
�
良
好
�
環
境

�
保
全
�
創
造
�
環
境
基
本
計
画

�
進
�
方
�
進
行
状
況
�
�
�
�

�
�
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人
程
度

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

町
民
税
務
課�

�

�
�
�
環
境
推
進
係
�
☎
85

－

�

�
�
�
�

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員

�
会
�
職
務�

町
�
国
民
健
康
保

険
事
業
�
運
営
�
関
�
�
重
要
事

項
�
審
議
�
�
�
�
�
�
被
保
険

者
�
代
表
�
�
委
員
�
人
�
�
�

保
険
医
�
�
�
保
険
薬
剤
師
�
代

表
�
�
委
員
�
人
�
�
公
益
�
代

表
�
�
委
員
�
人
�
計
�
人
�
組

織
�
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
�
委
員
�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
国
民
健

�

康
保
険
�
被
保
険
者
�
�
応
募

�

時
点
�
満
25
歳
以
上
満
73
歳
未

�

満
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

町
民
税
務
課�

国

保
医
療
係
�
☎
85

－

�
�
�
�
�

各
種
審
議
会
等
委
員
�
募
集
�
�
�

白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委
員

�
会
�
職
務�

図
書
館
�
地
域
住

民
�
密
着
�
�
存
在
�
�
�
�
�

�
�
図
書
館
�
運
営
�
活
動
�
対

�
�
意
見
�
述
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
20
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

教
育
委
員
会�

文

化
振
興
係
�
☎
85

－

�
�
�
�
�

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

�
会
�
職
務�

都
市
計
画
道
路
�

都
市
公
園
�
下
水
道
�
�
�
都
市

計
画
�
関
�
�
事
項
�
�
�
�
�

調
査
�
審
議
�
行
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
�
都
市
計
画
区
域
内
�
住
所

�

�
有
�
�
応
募
時
点
�
満
25
歳

�

以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
規
定
�
�
�
公
募

　

「
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推

進
会
議
」
は
地
域
実
情
に
即
し
た

保
健
・
医
療
・
福
祉
事
業
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
、
各
種
事
業
計

画
の
具
現
化
を
図
る
た
め
の
ご
意

見
等
を
い
た
だ
く
機
関
で
す
。

●
募
集
人
員　

３
人

●
任
期　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

年
２
〜
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席

で
き
る
か
た

(3)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

た①
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

②
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

③
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

④
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
⑤
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ    

　

と
⑥
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ

　

と

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
健
康
福
祉
課
に
準
備
し
て

　

い
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　

３
月
５
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効

●
選
考　

委
員
等
選
考
審
査
会
で

審
査
の
う
え
、
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

福
祉
係（
☎
86

－

０
１
１
１
）

�
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
�
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

｜

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
住
み
よ
い
〝
し
ら
た
か
〞
づ
く
り

｜
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�
所
管
部
署�

建
設
水
道
課�

鮎

貝
�
�
�
�
�
�
都
市
計
画
推
進

係
�
☎
85

－

�
�
�
�
�

白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議

会
委
員

�
会
�
職
務�

下
水
道
事
業
�
係

�
受
益
者
負
担
金
�
分
担
金
�
使

用
料
�
�
�
関
�
�
調
査
�
審
議

�
行
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
下
水
道

�

使
用
者
�
�
応
募
時
点
�
満
25

�

歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

建
設
水
道
課�

下

水
道
係
�
☎
85

－

�
�
�
�
�

白
鷹
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員

�
会
�
職
務�

水
道
事
業
�
経
営

�
�
他
必
要
�
事
項
�
�
�
�
�

調
査
�
審
議
�
行
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
水
道
使

�

用
者
�
�
応
募
時
点
�
満
25
歳

�

以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

建
設
水
道
課�

水

道
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

◆
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◆
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

◆
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
等
を
含
む
）
義
務
を
満

　

た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ

　

と
⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ

　

と
●
任
期

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
（
白
鷹
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
は
、
平
成
19

年
５
月
１
日
〜
平
成
21
年
４
月
30

日
）

●
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
各
所
部
署
に
準
備
し
て
い

　

ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
５
日（
月
）当
日
消
印
有
効

●
選
考
方
法　

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

(1)
身
分　

非
常
勤
特
別
職

(2)
委
員
報
酬

・
白
鷹
町
振
興
審
議
会
委
員

・
白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員

・
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　

議
会
委
員

・
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

・
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議

　

会
委
員

・
白
鷹
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会

　

委
員

←

い
ず
れ
も
、
３
０
０
０
円
／
日

（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が
４
時
間

　

を
越
え
た
場
合
は
６
０
０
０
円

　

／
日
）

・
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委
員

←

８
５
０
０
円
／
年

(3)
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
任
命
さ
れ
ま
す

の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

等
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す

●
「
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地

を
住
宅
地
や
工
場
用
地
な
ど
に
転

用
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
場
合
、「
農
業
振
興
地
域
除

外
」
の
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
転

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
、
建
物
建
築
や
農
地
以
外
の
利

用
な
ど
で
転
用
予
定
の
土
地
が
、

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
か
ど
う
か

の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

確
認
の
際
は
、
行
政
書
士
、
産

業
振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
見
直

し
期
間
中
は
、
新
た
な
農
振
除
外

の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
平

成
19
年
春
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

個
別
の
農
業
振
興
地
域
除
外
申

請
に
つ
い
て
は
、
19
年
10
月
以
降

に
受
付
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
５
年
間
で
予

定
さ
れ
て
い
る
整
備
計
画
が
あ
れ

ば
、
農
振
除
外
等
事
前
申
出
書
を

作
成
の
う
え
、
下
記
の
と
お
り
産

業
振
興
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
出
書
の
内
容
が
除
外
要

件
を
満
た
し
て
も
除
外
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

農
振
見
直
し
に
か
か
わ
る
除
外

申
し
出
期
限
等

▼
期
限　

４
月
13
日（
金
）午
後
５
時

▼
提
出
場
所　

産
業
振
興
課　

農

業
振
興
係

▼
提
出
書
類　

農
振
除
外
等
事
前

申
出
書

▼
添
付
書
類　

位
置
図
、
公
図
、

配
置
計
画
図
、
そ
の
他
必
要
書
類

☆
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
す
る

た
め
の
要
件

①
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ
き

　

土
地
が
な
い
こ
と
。

②
農
地
上
の
効
率
的
利
用
に
支
障

　

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

③
農
地
の
集
団
性
が
保
た
れ
る
こ

　

と
。

④
ほ
か
の
土
地
利
用
と
の
混
在
が

　

な
い
こ
と
。

⑤
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
終
了
か

　

ら
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

　

と
。

※
な
お
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
対
象
農
地
は
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

行
政
書
士
ま
た

は
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
☎

85

－

６
１
２
７
）

平
成
19
年
度
に
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
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白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
�
�
存
�
�
�
�
�

▼
返
済　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
３
％
（
県
労

信
協
の
保
証
）

※
町
の
保
証
料
補
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
勤
労
者
互
助
会

会
員
に
つ
い
て
は
、
町
よ
り
年
０

・
85
％
の
利
子
補
給
が
あ
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、

元
金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
県
勤

労
者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
年

１
・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
ど
ち
ら

か
が
会
社
等
に
お
勤
め
の
か
た
）

▼
融
資
額　

１
０
０
０
万
円
以
内

▼
特
別
金
利
（
固
定
金
利
・
保
証

料
込
み
）
５
年
以
内
２
・
６
％
、

７
年
以
内
２
・
９
％
、
10
年
以
内

３
・
２
％

※
今
年
４
月
27
日
ま
で
受
け
付
け
、

５
月
31
日
ま
で
に
実
行
す
る
も
の

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内
（
在
学

中
は
元
金
据
置
き
が
で
き
ま
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労

働
金
庫
長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１

０
０
）

　

町
勤
労
者
互
助
会
は
、
町
内
で

働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生
や
生
活

安
定
を
推
進
し
、
親
睦
と
交
流
を

図
る
会
で
す
。

▼
加
入
資
格　

町
内
の
労
働
組
合

の
な
い
事
業
所
に
勤
務
す
る
従
業

員
及
び
事
業
主
の
か
た

▼
入
会
金　

一
人
２
０
０
円

▼
会
費　

一
人
月
額
３
０
０
円

▼
共
済
金
給
付
事
業　

結
婚
祝
金

１
万
８
０
０
０
円
、
55
歳
祝
金
７

０
０
０
円
な
ど

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業　

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど

※
入
会
、
追
加
加
入
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

●
生
活
応
援
ロ
ー
ン

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。
自
動

車
購
入
、
教
育
資
金
、
療
養
費
等
、

生
活
資
金
全
般
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

会
社
等
に
１
年
以
上

勤
め
、
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た

は
職
場
に
融
資
制
度
の
な
い
か
た

▼
融
資
額　

１
５
０
万
円
以
内

▼
金
利　

年
２
・
０
％
（
固
定
金

利
・
保
証
料
別
）

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の

新
し
い
駅
の
名
称（
駅
名
）を
募
集
し
ま
す

�

つ
く
り
あ
げ
よ
う
�
わ
た
し
た
ち
の
駅

�

　

平
成
19
年
10
月
１
日
、
白
鷹
町

鮎
貝
の
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
四

季
の
郷
」
に
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
新
し
い
駅
が
誕
生
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
新
し
い
駅
の
名
称
（
駅

名
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
名
称
の
考
え
方　

白
鷹
町
�
�

�
�
�
長
井
線
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
名
称
�
�
�
�
�
�
�

�
�

●
応
募
方
法

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
電
子
�
�
�
�
�
応
募
�
�

�

�
�
�

�
一
人
何
点
�
�
応
募
�
�
�
�

�

�
�
応
募
�
通
�
�
�
作
品

�

�
名
称
�
�
点
�
記
載
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
応
募
作
品
�

�

未
発
表
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
限
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
電
子
�
�
�
�
�
住
所
�
氏

�

名
�
�
�
�
�
�
�
年
齢
�
性
別
�

�

職
業
�
学
校
名
�
学
年
�
�
電
話

�

番
号
�
�
�
�
�
�
�
�
�
電

�

子
�
�
�
�
�
応
募
�
場
合
�

�

�
�
�
明
記
�
�
�
�
�
�
�

�
電
子
�
�
�
�
応
募
�
�
場
合

�

�
�
�
�
�
�
�
�
新
駅
名
称

�

応
募
�
�
�
�
本
文
�
必
要
事

�

項
�
記
入
�
�
�
�
�
�
�

●
応
募
資
格　

�
�
�
�
�

●
締
め
切
り　

�
月
28
日
�
水
�

�
期
間
内
�
必
着
�
�
�
�

●
審
査　

鮎
貝
新
駅
名
称
選
定
委

員
会
�
�
�
�
審
査
�
�
最
優
秀

作
品
�
点
�
優
秀
作
品
�
点
�
決

定
�
�
�
�

●
賞　

最
優
秀
�
優
秀
�
�
�
�

作
品
�
応
募
�
�
�
�
�
�
記
念

品
�
進
呈
�
�
�
�
�
�
�
同
�

名
称
�
応
募
�
複
数
�
�
�
場
合

�
�
抽
選
�
�
�
�
�
�

●
発
表　

入
賞
�
�
�
�
�
�
入

賞
者
�
本
人
�
直
接
�
知
�
�
�

�
�
�
�
�
�
町
�
広
報
紙
�
�

�
発
表
�
�
�
�

●
そ
の
他

�
最
優
秀
�
選
定
�
�
�
作
品
�

�

新
駅
�
名
称
�
�
�
採
用
�
�

�

�
�
�
�
�
�
選
定
�
�
�
作

�

品
�
一
部
�
補
正
�
�
採
用
�

�

�
場
合
�
�
�
�
�
�

�
採
用
�
�
�
名
称
�
著
作
権
�

�

�
�
�
�
一
切
�
知
的
所
有
権

�

�
白
鷹
町
�
帰
属
�
�
�
�

�
応
募
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
返
却
�
�
�
�
�

�
応
募
�
�
�
�
�
個
人
情
報
�
�

�

駅
名
決
定
�
�
�
審
査
�
決
定
�

�

通
知
�
発
表
�
�
�
使
用
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

■応募先・問い合わせ
　白鷹町政策改革課
　「フラワー長井線新駅名称募集係」あて
　〒992-0892　山形県西置賜郡白鷹町荒砥甲833
　☎0238-85-6123　FAX0238-85-2128
　Ｅ -mail：seisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp
（メールのタイトルは“新駅名称応募”としてください。）
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ストップ　ザ　滞
た い の う

納
－納め忘れはありませんか？－

　地方交付税が年々減少するなかで、町民の皆さんに納めていただいている町税などは、町財政運営に
とって、とても大切な自主財源です。
　町民の皆さんからお納めいただいた町税などは、すべて町の生活環境の整備、産業の振興、福祉・教
育の充実など、住みよく安心して生活していただくための行政サービスに使われます。
　納税は、憲法にも定められているとおり、国民、そして町民としての義務です。定められた納期限ま
でに納めないことを「滞納」といいますが、税負担の公平を保つためにも、滞納をそのまま放置するこ
とはできません。

滞納を防ぐために
　町は、収納率向上対策委員会を開催し、収納率の向上策を検討するとともに、貴重な財源となる税収の確
保と、町民一人ひとりの公平性を保つため、次のような収納対策に取り組んでいます。

＜口座振替の推進＞

　納め忘れがないように、納期限ごとに口座から自動振替できる口座振替をお勧めしています。
　申込書は、役場町民税務課と町指定金融機関等窓口に準備しています。

＜督促と催告＞

　納期限を過ぎても納付がない場合、督促状
を送付します。それでも納付されない場合、
電話や文書、訪問等による催告を行います。

＜滞納者への滞納処分＞

　電話や文書、訪問等の催告を行っても、納
税に対する誠意が見られず、特別な理由もな
く納付しない滞納者に対しては、厳しい滞納
処分（差押など）を行います。

＜早めの納付相談＞

　病気・失業・災害・事業での損失などの理
由で生活が困窮し、納付が困難になった場合
は、すぐに町民税務課収納係へご相談くださ
い。納付の猶予や分割納付が認められる場合
があります。

■問い合わせ　町民税務課　収納係（☎85－6106）

滞納をそのままにしておくと…

延滞金の利率は
年１４. ６％

預金の差押は金融機
関に、給与の差押は
職場に。差押が明ら
かになってしまう…

国民健康保険税を滞
納すると、有効期限
の短い保険証やいっ
たん全額自己負担の
保険証になることも
ある…

不動産の差押を受け
ると、登記簿に差押
えの記載
が残って
しまう…



●10

　１月21日、健康福祉センターで、「女性が
きらめき元気な町をつくるために」と題し
た講演会が行われました。講師の金澤和子
さんは、教師としての経験などをもとに、
女性が自らの人生をデザインし、幸せを見
つけていく大切さを講演。金澤さんは「身
の回りを見直し、小さなことでも自分をほ
めましょう。今、生きることを大事にしま
しょう。」などと語りかけ、参加者は終始笑
顔で聞き入り、楽しく学びました。

白
鷹
町
婦
人
会
事
業

金
澤
和
子
氏
講
演
会
�
県
男
女
共
同
参
画
�
�
�
�
館
長
�

　１月20日、パレス松風で、スポーツ振興
懇談会が開催されました。開会行事に先立
ち、白鷹町体育協会表彰が行われ、小口修
さんをはじめ、町のスポーツ振興・普及発
展に功績のあった多数のかたがたが表彰さ
れました。懇談会では、川西町マイマイス
ポーツクラブの髙橋由和さんより「今、な
ぜ総合型スポーツクラブなんですか？」と
題した講演が行われ、クラブ設立を検討す
るうえで参考になるお話をいただきました。

第
18
回
白
鷹
町
�
�
�
�
振
興
懇
談
会

　１月20日、深山和紙センターで「楮剥ぎ」
が行われました。楮は深山和紙の原料とな
る木で、楮剥ぎ作業は和紙ができるまでの
長い工程の中の一つです。12月に刈り取ら
れた楮を大束にして、大釜で蒸し上げ、一
本一本手作業で皮を剥いでいくもの。伝統
技法を忠実に受け継いでおり、大変な労力
を要するもので、和紙センター運営委員会
をはじめ地元深山地区の皆さんの協力を得
ながら、今年も行われました。

伝
統
�
技
�
今
�
��
�
�
未
来
�

深
山
和
紙
�
�
�
�
��
楮

�
�
�

剥�

�
�

法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

　

重
野
ち
え
子
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

新
野
美
代
子
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

こ
の
た
び
人
権
擁
護
委
員
を
退

任
さ
れ
た
お
二
人
は
、
平
成
６
年

11
月
か
ら
18
年
12
月
ま
で
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
地
域

の
人
権
啓
発
活
動
を
実
践
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

●
１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

安
部
く
の
子
さ
ん

　

大
森　

和
子
さ
ん

　１月23日、パワーセンターで、「いまどき
の結婚事情　女と男と親と子と…。」と題し
た講演会が開かれました。白鷹学講座の一
環で、町結婚相談員会などが主催。講師の
板本さんは、昔と今の結婚生活や結婚観の
違いの話から「若い人は相手の立場で考え
るイマジネーションが必要。結婚とは、本
人同士が一緒にいるために工夫し、折り合
いをつけ、人生の答えを探していくことで
す。」と身ぶり手ぶりを交えて話されました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��
男
女
共
同
参
画
事
業
�
�
�
�
�

板
本
洋
子
氏
講
演
会
�
日
本
青
年
館
結
婚
相
談
所
所
長
�
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北村ゑいさん（荒砥）

第
56
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
作
文
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

▼
主
催
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
山
形
県
実
施
委
員
会

　

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

県
表
彰
そ
れ
ぞ
れ
５
点
に
選
ば
れ

た
作
品
で
す
。

●
作
文
（
小
学
生
の
部
）
優
秀
賞

　

テ
ー
マ
「
明
る
い
社
会
へ
」

　

大
武　

日
文
（
荒
砥
小
５
年
）

●
標
語
（
小
学
生
の
部
）
優
秀
賞

「
大
丈
夫　

帰
れ
る
場
所
が

　

こ
こ
に
在
る
」

　

横
山　

夏
帆
（
鷹
山
小
５
年
）

「
あ
い
さ
つ
で
き
ず
な
を
む
す
ぶ

　

地
い
き
の
和
」

　

川
部　

涼
香
（
鷹
山
小
４
年
）

白鷹町の元気・笑顔100歳

荒川幸一さん（十王）安藤志んさん（広野）

小關とめさん（十王）新野いちさん（横田尻）樋口作次さん（深山） 那須清吉さん（荒砥）

　

１
月
４
日
、
５
日
、
今
年
１

０
０
歳
（
数
え
年
）
を
迎
え
ら

れ
る
か
た
が
た
に
、
町
か
ら
祝

品
の
打
出
の
小
づ
ち
と
祝
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
41
年
生
ま
れ
の
７
人
が

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◎
功
労
賞

小
口　
　

修
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
、
白
鷹
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
を
は
じ
め

要
職
を
歴
任
、
べ
に
ば
な
国
体
、

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

の
開
催
に
際
し
て
多
大
な
る
尽
力

を
さ
れ
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

塚
原　

信
一
さ
ん

　

16
年
に
わ
た
り
、
荒
砥
地
区
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
副
会
長
を
は
じ
め

要
職
を
歴
任
、
荒
砥
地
区
の
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

の
指
導
者
と
し
て
、
競
技
力
向
上
、

普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
指
導
功
績
賞

安
部　
　

進
さ
ん

　

ス
キ
ー
競
技
指
導
者
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
技
術
の
向

上
、
ス
キ
ー
競
技
の
普
及
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤　

栄
俊
さ
ん

　

ス
キ
ー
競
技
指
導
者
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
技
術
の
向

上
、
ス
キ
ー
競
技
の
普
及
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◎
殊
勲
賞

岩
澤　

優
希
さ
ん（
左
沢
高
２
年
）

全
国
高
校
総
体
剣
道
女
子
団
体
第

３
位
、
国
体
剣
道
少
年
女
子
ベ
ス

ト
16

黒
沢　

千
晴
さ
ん（
山
形
城
北
高
３
年
）

県
高
校
総
体
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
男

子
第
１
位
、
全
国
高
校
総
体
出
場

小
川　

桂
子
さ
ん（
九
里
学
園
高
３
年
）

県
高
校
総
体
兼
国
体
予
選
女
子
３

０
０
０
㍍
競
歩
第
１
位

髙
橋　

美
緒
さ
ん（
荒
砥
小
６
年
）

県
小
学
生
陸
上
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
第
１
位
、
全
国
大
会
出
場

◎
栄
光
賞

石
川　

大
輔
さ
ん（
南
陽
高
３
年
）

県
高
校
総
体
陸
上
競
技
男
子
や
り

投
げ
第
２
位
、
全
国
高
校
総
体
出

場守
谷　

真
希
さ
ん（
南
陽
高
３
年
）

県
高
校
総
体
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
男

子
第
３
位
、
全
国
高
校
総
体
出
場

橋
本　

昭
宏
さ
ん（
南
陽
高
３
年
）

田
中　

陽
一
さ
ん（
南
陽
高
３
年
）

全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
東
北
予
選
第
３
位
、
全
国
高
校

総
体
出
場

江
口　
　

聡
さ
ん

東
北
教
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
第
２
位
、
全
国
大
会
出
場

平
成
18
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会

表
彰
受
賞
者

これからもお元気で。
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認
知
症
高
齢
者
の
気
持
ち

認
知
症
高
齢
者
は
、

①
自
分
が
認
知
症
で
あ
る
と
い
う

　

自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
で
「
ぼ
け
た
」
と
言
う
と

き
で
も
、
必
ず
し
も
自
分
の
状
態

を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
半
ば
謙け
ん
そ
ん遜
し
た
り
、
周

り
か
ら
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
口
癖
の
よ
う
に
な
り
、
言
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
分
の
行
動
に
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
が
失
敗
し
た
こ
と
を
見
せ
ま
い

と
し
て
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
て

し
ま
う
の
で
す
。

②
自
分
の
衰
え
な
ど
に
対
す
る
不

　

安
な
ど
で
心
理
的
に
不
安
定
で

　

も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
失
敗
を
認
め
な
か
っ
た

り
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

機
能
が
低
下
す
る
た
め
に
、
少
し

の
こ
と
で
怒
っ
た
り
泣
い
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
周
囲
と
の
意
思
疎
通
が
で
き
な

　

い
こ
と
を
も
ど
か
し
く
思
っ
て

　

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
だ
け
感
情
の
面
で

は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
て
、
相
手

の
好こ
う
お悪

の
情
に
敏
感
に
反
応
し
ま

す
。
そ
し
て
、
相
手
が
自
分
の
こ

と
を
良
く
思
っ
て
い
な
い
、
相
手

が
興
奮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
取
っ
て
、
余
計
に
興
奮
す
る

の
で
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
も
機
嫌
が
い
い

と
き
は
、
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
が
落
ち
着
か
な
か

っ
た
り
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
た

り
す
る
の
は
、
実
は
介
護
者
の
不

安
や
動
揺
、
嫌
悪
を
感
じ
て
い
る

せ
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
認

知
症
が
進
ん
で
も
、
認
知
症
高
齢

者
の
心
に
は
、
わ
た
し
た
ち
に
も

十
分
理
解
し
た
り
、
共
感
し
た
り

で
き
る
部
分
は
残
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

特
に
、
ほ
か
の
高
齢
者
と
同
様
、

「
ぼ
け
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
強
い
た
め
「
ぼ
け
た
か
ら
○

○
し
な
さ
い
」
で
は
な
く
「
ぼ
け

な
い
よ
う
に
薬
を
飲
み
ま
し
ょ
う
」

「
ぼ
け
の
予
防
の
た
め
お
医
者
さ

ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ

て
説
得
す
る
方
が
効
果
的
で
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

「
荒
砥
高
校
開
放
講
座
」

今
年
度
分
が
終
了
し
ま
し
た

�

�
�
地
域
�
根
�
�
�
高
校
�

目
指
�
�
始
�
�
�
開
放
講
座
�
�

18
年
度
分
�
�
講
座
�
終
了
�
�

�
�
�
各
講
座
�
�
高
校
�
先
生

�
�
�
�
工
夫
�
�
�
�
�
�
�

�
計
画
�
�
�
�
�
�
参
加
者
�

楽
�
�
受
講
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

第
�
回
目
�
小
学
生
�
親
子
�

対
象
�
�
理
科
実
験
教
室
�
菌
�

友
�
�
�
�
�
題
�
�
荒
砥
高
校

内
�
�
�
菌
�
採
取
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
場
所
�
菌
�
多
�
�

�
�
�
�
�
菌
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
学
�
�
�
�
�

�

�
回
目
�
�
夫
婦
�
�
�
�
�
�

�
�
�
高
校
�
女
子
生
徒
�
�
�

手
伝
�
�
�
�
�
�
�
�
40
代
�

�
60
代
�
夫
婦
15
組
�
軽
体
操
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
心
地
�
�
汗
�
�
�
�

日
�
�
�
運
動
不
足
解
消
�
夫
婦

間
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
生
�
�
�
�
�
�
�

�

�
回
目
�
�
�
�
�
�
教
室
�

�
年
賀
状
�
�
�
�
行
�
�
�
�
�

自
分
�
�
�
�
�
�
使
�
�
年
賀

状
�
�
�
�
�
�
初
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
完
成
�
�
作
品

�
�
�
�
�
個
性
的
�
満
足
�
�

�
作
品
�
仕
上
�
�
�
�
�
�

�

�
回
目
�
�
�
�
�
�
語
講
座
�

�
�
英
語
指
導
助
手
�
�
�
�
先

生
�
�
�
�
�
�
�
�
歴
史
�
文

化
�
紹
介
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
語
�
�
�
�
�
�
自
己

紹
介
�
挑
戦
�
�
�
�
�

�

�
回
目
�
�
気
軽
�
�
�
�
�
�

�
�
30
人
�
参
加
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
温
�
�
�
添

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
本
格
的
�
�
�
�
�
料
理

�
品
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

最
後
�
�
小
学
生
対
象
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
教
室
�

�
�
校
長
先
生
自
�
得
意
�
�
�

�
�
�
�
�
�
魅
力
�
�
�
�
�

�
�
伝
授
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

参
加
�
�
子
�
�
�
�
�
�
町
�

�
�
大
会
�
好
成
績
�
残
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

19
年
度
�
�
�
�
�
�
講
座
�

予
定
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
興
味
�
�
�
講
座
�
時
�
�

�
�
参
加
�
�
�
�
�

▲理科実験教室▲夫婦でスポーツ

▲気軽にフレンチ
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
　元気ニコニコ推進会議
は、健康で豊かな暮らし
のできる町を目指して活
動しているボランティア
団体です。現在は７グル
ープで活動中です。主な
活動として、健康づくり
のための運動（ウォーキ
ング等）、禁煙推進、食育
推進、バリアフリーなど
です。健康な暮らしのた
めに参加しませんか。
■問い合わせ　
健康福祉課健康推進係
（☎86－0210）

みんなで元気に暮らしたい…

心にゆとりのある元気な暮らし

今月の？数字

ふれあいのある暮らしのためには、地域の人や仲間が交流し楽しく暮
らすことが大切です。それはたとえば、障害があっても、家に仲間を
呼んで楽しく過ごしているなどの暮らしです。

〇35.8％＝Ｈ15年に行った元気ニコニコしらたか21
　アンケートで、『家族に思いやりの気持ちを表現す
　る』と答えた人の割合です。
〇55％＝Ｈ22年までの目標値です。まずは身近な家
　族から思いやりを伝えましょう。当たり前のよう
　ですが、なかなか難しいものです。思っているだ
　けではダメ。ちゃんと表現することが大切です。

バリアフリー
　高齢者のかた・障害者のかた・子どもたちと
楽しく交流する心のバリアフリー活動に、ボラ
ンティアとして参加し、元気に暮らしている人
たちがいます。

35.8％　　 55％

 高齢者の
健康づくり

白鷹町健康増進計画

●障害者施設でボランティアをし

ています。利用者と一緒に作業を

したり、無心に作品づくりしてい

ると心がほっとします。

●地域のふれあいサロンで高齢者

のかたと楽しくおしゃべりや会食

などをしています。高齢者の生き

た生活の知恵を聴くのが楽しみで

す。

●子どもの遊び場に参加していま

す。子どもの笑ったり、泣いたり

する、にぎやかな声を聞いている

だけで、気持ちが若返ります。

●健康づくりのボランティア活動

に参加しています。自分や家族の

健康のために健康学習で学んだこ

とを実践しています。生活の質が

良くなったような気がします。

　世代間交流や障害者と健常者が自然に交流することが、心のバリアフリー
には大切です。ボランティアとして参加している人たちが元気になっていま
す。自分も楽しみ、人から感謝され、喜びが倍増します。
　思いやりのある気持ちを表現できる、自分に合ったボランティアが必ずあ
るはずです。健康な暮らしのためにボランティア活動に参加しましょう。

健康まつり「福祉施設売店」



●14

催　し

白
鷹
学
講
座
�
�
�
10

�
男
女
共
同
参
画
事
業
�
�
�
�
�

香
山
�
�
講
演
会

　

精
神
科
医
師
と
し
て
、
現
代
人

の
〝
心
の
病
〞
に
つ
い
て
洞
察
を

続
け
て
い
る
香
山
氏
に
、
自
分
が

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
い
つ　

３
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
45
分
（
午
後
１
時
30

分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

香
山
リ
カ
さ
ん

　

精
神
科
医
・
帝
塚
山
学
院
大

学
教
授
。
東
京
医
科
大
学
卒
業
。

現
在
は
数
多
く
の
執
筆
や
講
演
活

動
を
行
い
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
著
書
は

「
働
く
女
性
の
胸
の
う
ち
」「
10
代

の
う
ち
に
考

え
て
お
く
こ

と
」
な
ど
多

数
。

▼
テ
ー
マ
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝

く
た
め
に

―

精
神
科
医
か
ら
の
提

言

―

」

▼
チ
ケ
ッ
ト　

１
０
０
０
円

＊
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
、

　

各
地
区
公
民
館
で
販
売
し
ま
す
。

▼
定
員　

２
０
０
人

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
村
�
冬
�
合
同
作
品
展

　

深
山
地
域
の
腕
自
慢
の
作
品
が

の
ど
か
村
に
集
合
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
17
日
（
土
）
〜
18

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷
の

ど
か
村

▼
展
示
内
容

・
水
彩
画
／
横
澤
憲
一

・
生
け
花
／
古
流
松
應
会
（
代
表

　

早
田
理
洋
）

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
／
大
滝
と
よ
子

　

と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
会

＊
入
場
無
料

＊
17
日
午
後
６
時
か
ら
雪
見
の
宴

　

を
開
催
し
ま
す（
２
０
０
０
円
）。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村（
☎
85

－

０
３
８
０
）

白
鷹
�
工
芸
展

▼
い
つ　

２
月
23
日
（
金
）
〜
25

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋

▼
内
容　

白
鷹
紬
、
深
山
和
紙
、

深
山
焼
、
獅
子
頭
彫
り
、
ち
ょ
う

ち
ん
、
米
粒
工
芸
、
ひ
ょ
う
た
ん

彫
刻
な
ど
の
新
作
展
示
・
実
演

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
茶
屋
（
☎

85

－

５
５
７
７
）

白
鷹
農
業
�
�
�
�
�

　

白
鷹
地
区
の
農
業
の
再
構
築
を

図
り
、
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

す
た
め
の
研
修
会
で
す
。

▼
い
つ　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

白
鷹
支
店
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

①
基
調
講
演
「
白
鷹
園
芸
の
未
来

　

に
期
待
す
る
」

②
研
修
会　

事
例
発
表
、
県
の
事

　

業
説
明
な
ど

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店（
☎
85

－

５
１
５
９
）

佳
作　

雪
ま
つ
り
北
の
街
か
ら
便
り
来
る 

　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
え

　

〃　

北
国
の
宿
命
今
日
も
雪
を
掻か

く 

　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

〃　

北
風
に
じ
っ
と
耐
え
て
る
子
守
り
柿 

　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

北
風
が
吹
く
と
貧
し
い
村
に
な
る 

　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

北
前
船
で
揺
れ
て
来
ま
し
た
古
代
雛 

　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

北
国
も
住
め
ば
都
の
温ぬ

く

い
味  

　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

北
に
咲
き
北
に
散
っ
て
く
寒
つ
ば
き 

　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

北
帰
行
白
鳥
が
ま
た
来
る
平
和 

　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

雪
の
家
灯あ

か

り
点と

も

っ
て
ほ
っ
と
す
る 

　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

北
洋
の
幸
で
団だ

ん
ら
ん欒
冬
の
鍋 

 

　
　

浅　

立　

小
形　

義
一

　

〃　

北
へ
行
く
汽
車
に
言こ

と

伝づ

て
頼
も
う
か 

　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
て
も
遠
い
北
の
島 

　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

秀
逸　

白
鳥
が
北
に
帰
る
日
春
和
む  

　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

妥
協
せ
ず
は
っ
き
り
北
を
指
す
磁
石 

　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

北
か
ら
の
汽
笛
を
乗
せ
て
く
る
吹
雪 

　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

北
で
待
つ
母
の
灯
り
が
温
か
い 

　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

北
か
ら
の
小
包
母
の
愛
届
く  

　
　

荒
砥
甲　

船
山　

英
三

　

〃　

孫
た
ち
の
笑
顔
は
北
風
に
も
負
け
ぬ 

　
　

荒
砥
甲　

井
沢
美
佐
子

　

〃　

大
自
然
味
方
に
つ
け
て
北
に
住
む 

　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

み
ち
の
く
の
民
話
ゆ
た
か
に
情
緒
あ
り　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

義
理
人
情
風
化
さ
せ
な
い
北
訛な

ま

り 

　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

北
に
住
む
子
か
ら
届
い
た
鮭
昆
布 

　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

五
客　

北
国
の
父
母
は
五
反
の
農
で
生
き 

　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

北
国
の
つ
い
の
住
み
家
に
老
二
人 

　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

東
京
の
隅
で
出
合
っ
た
北
訛
り 

　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
え

　

〃　

虚
飾
な
ど
な
く
実
直
な
北
育
ち 

　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

北
の
母
気
に
な
り
今
日
も
電
話
す
る 

　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

人
位　

朝
市
の
元
気
飛
び
交
う
北
訛
り 

　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

地
位　

北
か
ら
の
使
者
白
鳥
が
舞
う
平
和 

　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

天
位　

大
志
抱
き
北
の
大
地
に
鍬く

わ

を
打
ち 

　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

軸　

頬ほ
お

か
む
り
北
の
大
地
の
貌か

お

で
生
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回　

「
結
ぶ
」
二
月
末
日
ま
で
厳
守　

「
芽
」　

三
月
末
日
迄

は
が
き
に
三
句　

届
け
先
白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　

高
橋　

白
兎
宛

※
窓
口
と
な
っ
て
、
楽
し
い
町
報
川
柳
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

�
町
報
川
柳
�　　

北　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

●
食
の
安
全
・
安
心
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

�
�
��

�
月
26
日
�
月
�
午
後
�
時
30
分
�
�
時
30
分�

�
�
�
��

置
賜
総
合
支
庁
�
米
沢
市
�
�
�
�
��

販
売
段
階
�

�
�
�
食
品
�
安
全
�
安
心
�
確
保�

�
参
加
�
�
�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
問
�
合
�
��

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課
�
☎
�
�
�
�

�

22

�

�
�
�
�
�
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募　集

�
�
�
�
伝
統
野
菜
料
理
教
室

　

山
形
お
き
た
ま
伝
統
野
菜
に
認

定
し
た
食
材
の
料
理
教
室
で
す
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
愛
宕
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

「
雪
菜
」
ふ
す
べ
漬
け
、

「
小
野
川
豆
も
や
し
」
の
冷
や
汁
、

「
う
こ
ぎ
」
ご
飯
等
の
伝
統
料
理

実
習
及
び
雪
菜
掘
り
体
験

▼
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
業
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
１
）

第
�
回
自
主
防
災
組
織
�
�
�

�
研
修
会

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
新
た

な
組
織
化
な
ど
を
目
指
す
研
修
会

で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
や
防
災
に
興
味
が
あ
る
か
た
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
防
災
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室

▼
内
容

①
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課
題

②
自
主
防
災
組
織
の
活
動
報
告

③
長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯

第
27
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�

�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
開
始

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
か
た
、
ま
た
は
通
勤
通
学
し

て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
地
区

対
抗
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

＊
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校
・
西

　

中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

２
月
26
日
（
月
）

＊
大
会
ま
で
、
練
習
日
を
設
け
て

　

い
ま
す
。
毎
週
月
・
木
曜
日
夜

　

８
時
か
ら
東
中
学
校
体
育
館
で

　

す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

おしらせ

�
月
18
日
�
町
営
�
�
�
場
�

営
業
�
�
�
�

　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場
は
、
第
35

回
白
鷹
町
民
・
白
鷹
町
小
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、

２
月
18
日
（
日
）
は
、
午
後
２
時

ご
ろ
ま
で
一
般
利
用
で
き
ま
せ
ん

（
大
会
終
了
後
、
一
般
利
用
で
き

ま
す
）。

　

な
お
、
ス
キ
ー
大
会
の
進
行
状

況
に
よ
っ
て
は
、
一
般
利
用
の
開

始
時
間
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

平
成
19
年
度
学
校
体
育
施
設
利

用
団
体
調
整
会
議
�
�
知
�
�

　

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
た
め
、
町
内
小
・
中
学
校
の
体

育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
町
内
の

沈む夕日

　園児のＡちゃんは、家族で新潟の

海まで旅行しました。

　夕方、海岸で海に沈みそうな夕日

を見ました。大きな赤い太陽が、海

に落ちていきそうです。

　Ａちゃんは「くもさーん、お日さ

まをつかまえて！」と思わず叫びま

した。

あらと保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

�
�
�
�
訂
正

●
お
し
ら
せ
版
１
月
22
日
号
の
３

ペ
ー
ジ
「
平
成
19
年
度
白
鷹
町
日

々
雇
用
職
員
（
臨
時
・
パ
ー
ト
）

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
」
で
、

「
▼
職
種
と
賃
金
」
表
内
「
職
種
」

の
「
一
般
事
務　

調
理
員　

保
育

士
・
保
育
助
手
」
は
「
一
般
事
務

　

調
理
員　

保
育
助
手
」
の
誤
り

で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

団
体
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
、

利
用
す
る
日
や
時
間
な
ど
を
調
整

す
る
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
の

か
た
は
、
調
整
会
議
に
ご
出
席
く

だ
さ
い
（
※
新
規
登
録
団
体
は
、

事
前
に
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）。

　

な
お
、
体
育
館
の
使
用
料
は
１

回
の
利
用
に
つ
き
５
０
０
円
で
す

（
ス
ポ
少
等
以
外
の
団
体
）。

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
金
）
夜
７

時▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議

室▼
持
ち
物　

代
表
者
の
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

●
牛
乳
パ
ッ
ク
紙
す
き
体
験
参
加
者
募
集　

�
�
��

�
月
�
日
�
土
�午
後
�
時
30
分
�
11
時
30
分�

�
�
�
��

千
代
田
�
�
�
�
�
�
�
��

�
講
師�

長
井
市
消
費
生
活
者
�
会

�
定
員�

20
人�

�
締
�
切
��

�
月
23
日
�
金
��

�
申
込
�
問
�
合
�
��

千
代
田
�
�
�
�
�
�
�
�
施
設
第
二
係
�
☎
�
�
�
�

�

57

�

�
�
�
�
�

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
防
災
セ

ン
タ
ー
（
☎
88

－

１
８
３
９
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
役
場

政
策
改
革
課
／
佐
藤
☎
85

－

６
１

２
３
）

　この気持ちは、俳句となりました。

「くもさーん　つかまえてあかいお

ひさま」

　この作品は、ＮＨＫ全国俳句大会
ジュニアの部で入賞、月島戸奈菜選
の秀作に選ばれました。



●16

No.962
2007-2

-9

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●1月1日 ▼1月31日

　 お く や み　　

 住所　　  氏　　　名  　年齢
荒砥甲　新　野　よ　そ　94
荒砥甲　熊　谷　な　つ　79
浅　立　沼　澤　しづゑ　93
萩　野　佐　　　きみゑ　91
荒砥甲　横　山　い　せ　85
荒砥甲　田井地　昭　子　76
滝　野　鈴　木　きよ子　81
十　王　原　田　　進　　53
横田尻　丸　川　き　み　90
深　山　　　　　恒　雄　66
鮎　貝　守　谷　五　郎　79
荒砥甲　保　科　孝　夫　52
荒砥甲　大　越　　　ん　83
鮎　貝　片　倉　清　　　95
広　野　長　澤　春　雄　75
滝　野　海老名　ち　ゑ　96
箕和田　小　松　敏　和　51
荒砥甲　片　山　誠　一　80
荒砥甲　川　部　米　次　90
畔　藤　小　形　　章　　78
大　瀬　吉　田　たけの　97
鮎　貝　　　居　淑　子　75

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 工藤 孝　之 孝
こう た ろ う

太朗里　子

荒砥甲 塚田 傑 聖
せい

　伽
が

恭　子

畔　藤 沼沢 郎　太 響
ひびき

麻　美

荒砥乙 青木 拓　也 美
み

　麗
う

満里子

山　口 槌谷 宣　佳 楓
かえで

百　子

荒砥乙 鑪 真　弥 弥
やよ

　生
い

典　子

鮎　貝 須貝 京　佑 颯
はやて

明　美

鮎　貝 中村 誠 雅
う

　楽
た

さゆり

荒砥甲 髙橋 基　之 百
もも

　香
か

朋　代

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　山　佳　繁　　十　王
石　坂　悦　子　　長井市

（小　形　真　彦　　畔　藤
吉　田　　恵　　　南陽市

（岡　　　惣　弥　　長野県
後　藤　美　香　　浅　立

（清　水　たくみ　　東京都
菊　地　秀　美　　箕和田
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平
成
19
年
、
亥
年
に
入
っ
て
、
は

や
１
カ
月
が
過
ぎ
た
。
昨
年
12
月
か

ら
新
年
１
月
に
か
け
て
、
今
ま
で
に

な
い
よ
う
な
暖
冬
が
続
い
て
い
る
。

　

朝
、
徒
歩
で
役
場
ま
で
通
っ
て
い

る
が
、
寒
さ
は
例
年
に
比
べ
て
本
当

に
感
じ
な
い
。
真
冬
日
は
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
、
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
と
い
う
。
通
り
か
ら
の
視
野
の
中

に
も
、
雪
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
見
当

た
ら
な
い
。
先
日
、
近
所
の
人
か
ら
、

屋
敷
内
の
土
手
の
部
分
に
「
ふ
き
の

と
う
」
が
芽
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ

を
小
鉢
に
植
え
た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

早
速
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
も
う
し
っ

か
り
と
し
た
ふ
き
の
と
う
の
つ
ぼ
み

で
あ
る
。

　

役
場
前
の
広
場
に
、
か
な
り
大
き

な
「
こ
ぶ
し
」
の
木
が
根
を
張
ら
せ

て
、
立
っ
て
い
る
。
そ
の
木
を
よ
く

見
る
と
、
枝
に
は
灰
色
っ
ぽ
い
ふ
く

ら
み
が
、
無
数
に
付
い
て
い
る
。
花

芽
の
ふ
く
ら
み
か
、
ま
た
は
葉
に
変

わ
る
ふ
く
ら
み
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

職
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
観
察
の
結

果
、
花
芽
だ
と
い
う
。
今
年
は
異
常

に
早
い
木
の
動
き
で
あ
る
。

　

こ
ぶ
し
の
花
は
町
の
花
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
白
鷹
町
を
示
す
花
で
も

あ
る
。
通
常
、
開
花
時
期
は
３
月
20

日
か
ら
４
月
15
日
こ
ろ
ま
で
と
い
わ

れ
て
お
り
、
本
来
は
山
地
に
自
生
し
、

春
を
告
げ
る
白
い
花
で
、
葉
に
先
立

っ
て
開
花
す
る
。
昔
の
人
び
と
は
桜

の
花
と
同
じ
く
、
こ
の
花
の
開
花
時

期
か
ら
農
作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判

断
し
た
り
、
花
の
向
き
か
ら
豊
作
に

な
る
か
否
か
を
占
っ
た
り
し
た
と
い

わ
れ
る
。
つ
ぼ
み
を
開
く
直
前
の
形

が
子
ど
も
の
「
握
り
拳

こ
ぶ
し

」
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ぶ
し
と
い
う
名

前
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　

こ
ぶ
し
を
観
察
し
て
い
る
町
の
人

に
聞
く
と
、
花
の
つ
ぼ
み
の
大
き
さ

は
、
も
う
既
に
例
年
の
３
月
下
旬
ほ

ど
の
つ
ぼ
み
の
大
き
さ
と
同
じ
く
ら

い
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
原
因
は

12
月
か
ら
今
日
ま
で
真
冬
日
が
な
い

か
ら
だ
と
い
う
。
ま
だ
小
さ
く
堅
い

つ
ぼ
み
だ
が
、
い
つ
開
花
す
る
の
か
。

　

本
町
の
動
脈
国
道
２
８
７
号
の
街

路
樹
も
こ
ぶ
し
で
あ
る
。
約
４
㌔
メ

ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
っ
て
こ
ぶ
し
並

木
が
道
の
両
側
に
連
な
り
、
行
き
交

う
人
び
と
が
車
窓
か
ら
、
ま
た
歩
道

か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
街
路

樹
と
し
て
こ
ぶ
し
の
木
が
こ
の
よ
う

に
長
い
距
離
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
。
わ
が
町

の
誇
れ
る
資
源
と
し
て
、
さ
ら
に
20

年
も
経
て
ば
、
実
に
見
事
な
も
の
に

な
る
に
違
い
な
い
。

　

今
、
ど
こ
も
暖
冬
で
あ
る
。
地
球

温
暖
化
の
側
面
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

ほ
か
の
要
因
も
絡
ま
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
。
昨
年
の
冬
は
ま
さ
に
豪
雪
、

そ
し
て
今
年
は
そ
の
正
反
対
。
あ
ま

り
に
変
化
の
激
し
い
現
象
で
あ
る
。

　

理
由
は
何
で
あ
っ
て
も
、
こ
ぶ
し

の
花
の
咲
く
、
こ
の
美
し
い
郷
の
環

境
を
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
20
年
後
に
お
い
て
も
、

わ
れ
わ
れ
は
季
節
の
な
か
で
定
期
的

に
、
白
く
美
し
い
こ
ぶ
し
の
花
を
な

ん
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
ろ
う
。
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